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日本原子力研究開発機構  核燃料サイクル工学研究所における核燃料物質の 

管理区域内での漏えいに係る県からの要請に対する報告書の受領について 

 

 平成３１年１月３０日に発生した日本原子力研究開発機構核燃料サイクル工学研究所

プルトニウム燃料第二開発室における核燃料物質の管理区域内での漏えいに関し，県は，

同機構に対し，２月１日付けで確実な再発防止対策の確立等について文書で要請を行っ

ておりましたが，本日，要請に対する報告文書を下記のとおり受領しましたので，お知

らせいたします。 

 

記 

 

 １ 日  時； 令和元年８月９日（金）１３時３０分から１３時４０分 

 

 ２ 場   所； 防災・危機管理部長室 

 

３ 相 手 方； 大森 栄一 核燃料サイクル工学研究所長 ほか 

 

 ４ 対 応 者； 防災・危機管理部長 服部 隆全 

 

 ５ 防災・危機管理部長の発言内容； 

  ○ 県民の信頼回復のため，同様の事象が二度と発生しないよう，再発防止対策の

徹底をお願いしたい。 

○ 報告書の内容の妥当性については，今後，県原子力安全対策委員会において審

議するとともに，再発防止対策の実施状況等について立入調査により確認してい

く。 

 

【参考】２月１日付け文書による要請事項 

１ 安全確保を最優先とした上で，本件に関係した管理区域内の汚染等の状況を適切に把握し，

必要な拡大防止措置を講ずること。 

２ 本件に係る原因究明を徹底して行うとともに，平成２９年６月に発生した燃料研究棟にお

ける作業員の汚染・被ばく事故を踏まえた再発防止対策等の検証を行った上で，確実な再発

防止対策を確立すること。 

３ 日本原子力研究開発機構の他の施設へ速やかに水平展開し，再発防止の取組を徹底するこ

と。 

令和元年８月９日（金） 

防災・危機管理部原子力安全対策課 

担当 安全・監視Ｇ 宮崎 

電話 ０２９－３０１－２９１６

029-301-2916 


